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右
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借
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囲
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膨
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嫌
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營
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動
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か
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用
者
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新
し
ぐ
發
生
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貨
幣
受
條
：の
新
し
き
中
心
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所

獨
逸
錄
释
批
播
低
落
み
M
0

|

に
起
れ
る
が
如
し
。
這
は
單
4

獨
逸
の
み
に
限
ら
す
#
 

交
戰
國
共
に
見
る
所
の
現
象
に
し
て
、
通
貨
に
對
す
る 

需
要
增
加
は
政
府
支
出
の
堦
大
ょ
ぅ
も
寧
ろ
賃
M

及
給 

料
生
活
を
な
す
考
に
因
促
さ
れ
た
る
が
如
く
、
各 

國
共
に
.小
細
紙
幣
の

m

乏
«

著
な
し
に
徵
す
る
も
明
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が
な
6

。
今
日
に
於
て
も
小
額
紙
幣
及
小
额
の
硬
貨
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對
す
る
需
喪
ゆ
侬
然
胚
ん
に
し
て
フ
獨
逸
は
互
額
の
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額
®

貨
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發
行
を
餘
儀
な
く
さ
れ
つ
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あ
6

。
か
ズ
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如
'く
消
避
の
增
大
及
決
濟
耝
織
'
の
變
化
に
因
6

貨
幣
，
0
 

需
要
大V

J

な
0

し
'は
疑
ふ
べ
か
ら
ずV

す
る
も
.。
是

等

| 

賣
貢
上
.必
要
な
る
貨
幣
，の
總
發
行
高
幾
何
な
る

や
^

る
. 

ベ
か
ら
ず
。
故
に
'獅
逸
に
於
け
る
紙
#

の
膨
脹
せ
る
や
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獨
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般
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間
に
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通
實
の
觖
乏
を
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へ
つ
、
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は
事
實
忙
し
で
.、
政
府
ば
之
が
：爲
め
小
切 

手

使

用

裏
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し
、
且
手
形
交
換
制
璨
の
刺
用
：摄
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濟
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落
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主
眼
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値
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落
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す
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在
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不
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在
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起
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は
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し
て
、
貨
物
に
對
す
る
新
し
き
窗
耍
の
增
大
及 

普
通
®

取
引
の
機
胤
に
®

K

V
、
物
.價
先
づ
.騰
貴
し
從
_ 

つ
て
紙
幣
の
增
«

を
^

®

ミ

し

た

る

も

の

な
!)
,

。

近

時 

に
於
け
：る
政
府
の
：f

の
#;

進
は
、
質
^

i

め
.普
通 

の
場
合
^

於
て
さ
へ
猶
ほ
物
價
の
騰
貴
を
促
し
つA

あ

笫
ニ
號： 

一
 

U
-

笫

十

一

卷

0
1

八
五)

，

雜

錄

賴

逸

：爲

霜

■
低
落
の
原
因



(

二
八
六〕

雜
錄
獨
逸
爲
择
相
揚
低
落
の
原

_

•

. 

.

:

笫ニ號_

一一四

關
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る
こ
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獨
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於

笫

十
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る
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般
の
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る
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の
如
く
あ
る
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、
今
日
の
獨
逸 

の
場
合
姑
之
£

異
な
ぅ
典
廳
買
區
域
ば
單
'に
限
ら
れ
た 

る
中
歐
諸
國
な
れ
ば
、」

*
し
物
價
制
限
の
行
は
れ
ざ
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に
於
て
は
其
需
要
增
加
の
物
價
の
上
rc

及
ぼ
す
影
響
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蓋
し
想
像
に
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あ
り
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さ
れ
ぼ
現
在
物
價
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定
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翁
す
る
に
も
拘
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ら
ず
、
貨
物
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給
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不
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に
依
り
貨
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幣
惯
値
に
影
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を
與
へ
た
る
が
如
し
。
觸
逸
に
於
て
は
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布
时
甸
年
千
五
西
萬
噸
の
小
黎
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必
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す
る
に
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昨
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年
は
僅
に
一
千
海
噸
の
供
給
あ
6

し

に
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&
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爲
め
に
小
麥
の
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格
著
し
く
騰
貴
し
て
千
萬
噸
の
價
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は
前
年
に
於
け
る
千
五
西
莴
噸
を
超
過
し
其
だ
.け

貨

幣
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の
®

要
を
增
加
せ
し
め
た
る
や
疑
ふ
ベ
か
ら
ず
。

戦
亂
の
繼
績
す
る
限
6

獨
逸
紙
鞭
低
落
の
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を
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む
る
に
必
要
な
.る
材
料
を
得
る
能
は
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る
名
、
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て
も
猶
ほ
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來
の
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齡
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の
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る
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の
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理
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.行

高

ど

物

惯

平

準

.ビ

の

間

に

何

等

密

接

の

ハ
卜
け
る
銀
行
紙
幣
の
大
f

は
大
藏
省
i

に
對
し 

て
發
行
さ
る
れ
ば
、
確
定
公
偾
の
新
し
く
發
行
さ 

れ
为
る
時
は 
> 

1

時
大
藏
潘
證
券
は
消
滅
し
從
.つ 

て
銀
行
紙
幣
發
行
高
も
著
し
く
減
少
す
5

に
至
る 

.は
當
然
に
し
て
、物
價
も
從
つ
て
低
潘
す
べ
き
に
、
 

余
の
知
れ
る
所
に
て
ぱ
物
價
は
紙
幣
發
行
高
の
多 

少
ビ
決
し
て
一
致
せ
ざ
る
な
り
。

に
又
獨
逸
紙
幣
は
低
落
せ
^v

v
j

 

S

ふ
も
金
に
打
步
を 

.

生
せ
'し
を
聞
か
_ず
、
金
の
流
通
市
爝
ょ
ぅ
驅
逐
さ 

.

れ
た
る
を
見
.ず
。
今
日
金
貨
が
流
逋
市
拗
ょ
ぅ
引 

上
げ
ら
れ
つ
、
あ
‘
る
.は
金
紙
の
開
き
ょ
6

.し
て
紙 

幣
に
依
つV

*

逐
さ
れ
た
る
に
あ
ら
ず
、
又
貯
藏 

さ
れ
た
る
に
も
.あ
ら
ず
a

民
が
帝
国
銀
行
紙
幣
^
 

何
等
打
步
な
.く
しV

引
換
へ
た
る
に
.阪
る
も
の
な 

i

鐲
逸
に
於
て
4

儸
蘭
西
に
於
て
も
政
府
が
秫

々

の

手

段

を

以

て

喚

起

し

た

る

國

设

の

愛

國

&

は 

固

ょ

む
^
國

民

を

,

ぅ

て

金

货

を

提

供

せ

し

む

る

• 

- 

. 

. 

:

. 

- 

1

.
ノ

.
~

’ 

• 

' 

•
• 

. 

-

.

.

.

.

■
. 

- 

' 

• 

. 

^

. 

.

.

..ハ
 

I 

. 

• 

.

.

.

.

. 

• 

^

^

D

^

m

m
 

■ 

■

.
 

' 

. 

^

R

十
分
の
效
來
ぁ
6

し

は

勿

諭

な

る
0

t

 

憤
値
大
な
る
金
價
の
貯
藏
を
止
め
之
を
以
て
價
値 

の
低
落
せ
h
 

認
め
ら
る
A

M
fi

紙
幣V

J

交
換
す 

る
程
に
愛
國
心
の
强
く
な
ら
ん
ヾ」

は
何
人
も
想
像 

し
能
は
さ
る
べ
ぐ
、
叉
國
民
は
其
紙
胳
が
I

V

し
の 

比
軟
に
於
て
低
落
せ
る
を
知
ら
ざ
る
に
因
る
や
ビ 

も
思
は
れ
す
。

(

独)露
！
！

に
於
て
は
帝
則
銀
行
は
金
に
四
割
苽
分

0
打
^
か
附
し 

て
紙
幣
と
別
換
へ
つ
、
あ
リ

。

.

(H
)

外
國
爲
替
相
場
の
變
動
は
貨
幣
流
通
高
の
多
少
'̂ 

一
致
せ
ず
。
帝
國
龈
行
の
紙
幣
發
行
高
減
縮
す
る 

も
爲
芻
相
場
決
し
て
之
に
伴
ひ
で
騰
-*

せ
ず
。
此 

兩
翁
の
無
關
係
な
る
辦
は
英
國
の
爲
替
栩
場
の
變 

動
^

於
て
最
も
明
に
«

る
こ

ヾ
し
を
得
ベ
し
。

a

w
 

に
於
け
る
英
國
苑
梢
場
は
咋
年
の
夏
は
四
弗
五
.六 

仙
比
低
落
せ
し
4

、
今
日
に
て
は
四
^

七
六
仙
を 

唱
ふ
。：

而
し
て
英
固
の
紙
游
發
行
高
{英
蘭
銀
行 

紙

幣

及

政

府

紙

幣

)

は

昨

年(

九
月
一
一
日

)

は

九

千

萬
磅
な
か
し
に
、
本
年(
八
月
ニ
十
興
日
：

)

(1

一
 

像 

〜

五
千
三
1|

鹆
磅
忙
增
加
し
、
其
金
準
備
は
却
て
.
 

奇
-0

力
千
七
1

离
破
ょ
ぅ
今
年
の
八
千
五
l̂
i

六
十 

商
磅
に
減
少
せ
る
な
6
 o

而
か
も
紐
育
k:
於
け
る 

英
貨
相
場
は
か
く
の
如
く
騰
貴
せ
6

。

\

余
は
固
ょ
り
觸
逸
貨
幣
低
落
の
事
實
な
し
ビ
言
ふ
を 

\

欲
せ
ず
、
同
時
に
縱
令
低
落
の
：礙
實
ぁ
る
も
之
を
以
て 

一
紙
1

0

:
膨
脹
に
基
づ
ぐ
4

0

ビ
‘

思g
,

せ
ず
。
蕺
し
是 

等
の
問
題
は
.嚴
密
な
る
理
論
上
の
方
法
に
於
て
說
明
す 

る
能
ば
ず
寧
ろ
各
國
に
於
け
る
獨
逸
爲
替
栩
場
低
落
の 

\

事
情
を
究
む
る
に
如
く
は
な
け
れ
ば
な
.

C
N

。

|

實
地
の
金
融
業
者
.

^
取
6

て
は
外
國
爲
替
は
、
自
國 

の
通
貨
を
以
て
表
は
さ
れ
た
る
外
國
通
貨
に
於
け
る

支 

拂
の
價
格
な
れ
ば
、
外
國
貨
幣
の
低
落
は
外
國
爲
替
買 

入
價
.格
を
小
な
ら
し
め
、
之
化
反
し
て
外
|«

©
幣
の
騰 

>
貴
せ
る
場
合
は
之
.に
對
し
で
支
»

ふ
自
國
—

0

高
を 

大
な
ら
じ
む
。
我
し
ニ
國
共
に
金
本
位
國
な
る
場
合
に 

*
% 

r
ttJ

r:
:/
r
.

笕

十

ー

卷(

ニ
八
七
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雜

綠

獨

逸

爲

替

相

擞

低

雜
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獨

逸

爲

替

相

#

低
雜
の
M
fi
l

w r 
^
 
bvv
 

^

 

r
^
w

於
て
は
爲
#

相
場
の
高
低(

扣
步
及
割
引)

は
金
蜆
遂
费 

を
超
ゆ
る
こ
S

な
き
も

',
'

'1

方
が
趣
銀
比
價
^
定
な
き 

(

金
爲
#

本
位
の
免
く)

銀
本
位
叉
は
紙
■

^ '
^

な

る

U 

於
て
は
相
場
の
高
低
は
右
の
如
き
制
限
な
.
し
：
p
 

S

*

 

の
如
き
場
合
K

於
て
或
時
に
於
け
る
爲
替
相
場
は
ニ

國
 

間
に
於
け
る
期
限
に
逢
せ
る
偾
權
傲
務
の
割
合
に
侬
つ 

て
決
せ
ら
る
o

即
ち
外
國
ょ

心

の
®
入
品
價
額
及
其
他 

谷
種
の
勞
務
に
對
す
る
偾
额
は
其
國
の
偾
S:
を
構
成
' 

し
、
外
a

に
输
出
せ
る
商
品
價
.額
及
提
供
し
た
る
勢
務 

の
報
酬
は
其
國
の
偾
權
を
形
成
す
。
而
レ
て
貨
借
雙
方 

典
に
金
を
以
<

針
算
3
る
。
故
に
紙
幣
國
べ
の
®
入
は 

輸
出
國
に
於
け
る
金
貨
を
以
て
價
额
を
決
足
さ
れ
、
又 

其
輸
出
は
輸
入
國
の
金
貨
を
以
て
.其
顧
を
定
め

ら
る
。
 

然
し
乍
ら
金
貨
國
ビ

其
他
の
貨
幣
本
位
國
€
の
對
立
は 

JI
L

タ
疋
^

»

た
辟
1
な
る
5̂
*

を
起
す
べ
き
が
*
极
本 

の
相
違
は
貨
借
羌
额
の
調
節
方
法
に
在
り
。
眞
の
金
貨 

本
位
國
は
槪
ね
霜
裕
な
る
を
常
S

し
、
其
資
本
の

I

部 

#

を

金

，
形

に

龙
-
て

银

行

の

观

冲
^

藉

藏

し

又< «

流

-1

市
場
に
置
く
乙
？
を
得
。
.
故
に
其
a

隙
®
借
尻
が
逆
ビ 

a

k

te

る
_

は
、：
是
等
の
金
：は
自
働
的
に
流
出
し
て
之 

が
»

節
を
’全
く
す
。
若
し
其
國
に
し
て
金
の
流
!1

:!す
る 

を

欲

せ

ざ

：れ
：ば

其

資

產

の

I

部
分
を
#
放
し
て
之
に
充 

つ
隹

至
る
Y

L

、
即
ち
:[
:
1
;

(

國
银
行
の
所
有
せ
る
外
國 

爲
替
手
形
を
外
國
市
場
R

賣
却
す
る
か
、
游
し
ぐ
は
事 

態
稍
々
®
大
K
し

て
之
を
以
.て
も
®
ほ
足
ら
ざ
る
場
合 

に
は
、
外
國
事
業
へ
の
投
資
を
«

双
つ
に
至
る
な
6

。
 

所
i

本
輸
出
K

し
て
©

借
尻
決
濟
の一

方
法
た
り
。
 

私
ほ
他
の
方
法
は
外
藤
に
信
用
を
設
定
す
る
R

至
ク 

て
、
或
は
手
形
期
日
の
延
期
又
は
新
に
鈒
行
信
^

を
開 

始
し
之
K

對
し
て
手
形
を
振
出
し
、
又
は
外
偾
を
起
す 

に
在
6

。
鬼
に
角
完
全
«,
る
金
货
本
位
國
は
當
國
な
れ 

ば
、
國
際
貨
偕
上
逆
調
に
赂
る
が
如
&

は
殆
ん
r

1

時 

的
の
現
象
に
じ
て
、
槪
ね
當
座
的
方
法
を
以
て
調
節
さ 

る
、
を
常w
す
。
然
る
に
紙
幣
國
は
金
融
上
ょ
ぅ
8

へ 

ば
ft

し
て
贫
a

®
な

る

を
以
て
、
輸
出
す
る

に
足
る
#* 

又
耽
有
價
着
券
を
所
有
せ
ず
。
從
：っ•
v

tfe

上
逆
の
也

位
に
陷
6

た
：る
場
合
、
外
國
に
於
て
倩
用
を
設
定
す
る 

は
容
Ji

の
事
に
あ
ら
ず
。
貨
借
決
濟
Fi

の
*)

節
は
余
•貨 

®

の
ai

A
:
! V
J

a
を
異
に
し
、
fi
'-
J

r
-J
:
の
調
®
に
依
り
て 

之
を
達
す
る
に
至
る
ゃ
即
ち
紙
胳
低
«
せ
る
圾
合
に
於 

て

は

"

金

を

以

V

定
め
ら
れ
た
る
貨
物
の
债
格
は
騰
貴 

せ
4

を
以V

自
然
.に
輸
‘入
抑
刺
せ
ら
れ
ヽ
.
他
方
に
は
某

\ 

國
の
金
货
國
.
へ
の
輸
出
は
自
國
の
低
落
せ
る
紙
幣
.に

淤

I 

け
る
名
！1
1
1惯
格
を
大
5:

ら

し

む

る

.乙

€
,
>
な

6

勢
ひ
轍 

出
を
促
進
す
。

r

<

て
紙
幣
は
.常
に
贫
弱
固
の
a

®

に

| 

し
て
、
是
等
.の
國
は
»

借
坑
の
決
濟
に
：就
て
金
女
有
せI 

ず
、
又
海
外
投
資
金
も
：有
せ
ず
、
さ
&
ビ
て
外
國
に
於一 

て
低
廉
な
る
倩
^

を
談
定
す
る
艺
ビ
不
可
能
な
れ
ば
、
 

か
ぐ
の
如
$

國
じ
.於
.け
る
爲
#

梢
揚
の
低
落
は
殆
んV

」

• \ 

黹
に
破
產
を
晴
乐
す
る
も
の
..ビ
着
て
何
な
り
。

.

今
次
の
戰
a

tt

有
述

X

 

L

^

f

 

の
決
濟
を 

調
節
す
る
實
際
：上
の
»

礎
に
大
な
る
變
動
：を
起
せ
^

^
 

泥
外
？
の
凌
颯
ば
«'

斷
ぜ
ら
れ
、
貨
物
の
移
励
は
全
ぐ
• 

從
來
マ
し
其
經
路
を
異
に
す
る
.に
¥

ー6
.
、

又

交

孤

の

幽

放 

.

第
十一 .

卷

：0
|
八̂

)

ノ
雜.

錄
，
_ 

'獨
逸
爲|

#

低
落0.
脱
.间 さ4

あ
を
場
合
に
於V

も
金
の
輸
出
は
今
日
に
於
て
は 

制
限
を
加
へ
ら
れ
ざ
る
な
ぐ
、‘
米
國
さ
へ
も
®
出
固
ょ 

り
無
制
限
5:
:

る
能
は
ざ
る
な
-
^
。
今
日
稍
々
s

li
l

に
行 

は
れ
つ 
>

あ
る
通
信
は
唯
.

一
の
無
線
電
信
の
‘
。
か
ぐ 

の
如
き
制
限
さ
れ
た
る
狀
態
に
於
て
は
貨
物
、
勞
務
、
 

金
：及
有
«

證
券
の
_
_
移
動
の
前
提
の
下
に
導
か
れ
た 

る
經
濟
學
上
の
推
論
は
、
何
等
の
制
限
な
く
し
て
適
用 

さ
る
ベ
き
に
あ
ら
ざ
る
は
論
を
俟
た
ざ
る
な
5
 

o

此
最 

も

適

切

*

る

事

例

は
|1
«
當
時

に
於
け

る
紐
育

に
M
け 

る
爲
替
相
場
の
_
■
を
來
せ
る
に
徵
し
て
明
か

f

C

 

英
國
宛
手
形
は)

r

蹓
七
弗

(

弗
憤
一
«

に
#
四
弗
八
六 

六
六)

.

.に
奔
騰
し
た
り
"

而

し

て

其

漣

_

は

極

め

て

职 

純
に
し
て
ノ
當
時
米
國
の
外
國
に
負
へ
る
偾
務
は
"
偾 

m

i

も
大
te

しv

而
か
％
之
が
決
濟
に
必
耍
な
る
貨 

物
並
勞
務
は
戰
亂
'
の
爲
.め
外
國
に
送
致
ず
る
能
は

ず
。
 

且
金
の
現
送
は
不
‘可
能
.に
、
有
惯
證
券
の
寶
却
亦
不
能 

に
し
て
、
倩
用
.の
.開

始

固

ょ6.困
雛
に
陷
6

た
る
に
闽 

る
な
り
。
然
れ
ぞ
も
支
狒
期
限
に
至
り
て
自
己
の
偾
務 

笫 
V

1

M

,.
1

1

七



第
十
一
岱

C

 

二
九
〇)

雜

錄

i

i

s

i

o

l

 

を
決
濟
せ
ん
ビ
す
る
正
直
な
：る

.«

務
者
多
.ぐ
出
で
し
か〈

ば
ヽ
對
英
相
場
は
忽
は
也
て
雄
價
以
上
五
+

«l
0

a

造 

別
下
ぐ
る
こ
S

を
得
た
^

V

O
實
際
に
於
て
貨
瞥
栩
場
の

i

ビ
紙
幣
の
膨
脹
ビ
直
接
何
等
の
關
係
を
も
有
せ
ざ 

る
な
第
二
の
例
は
昨
年
夏
に
於
け
る
英
貨
相
場
の 

低
落
に
花
-S。

當
時
英
國
め
孤
貨
は
幾
分
不
當
に
膨
脹
.| 

し
屈
た
6

し

は

事

實

な

る

も

、
，
同

晞

に

英

國

は

之

{;

對
• 

し
て
多
額
の
金
準
備
を
保
有
し
、
忠
自
曲
に
金
を
輸
出 

し
、
洧
傾
趣
芬
の
賣
却
を
な
し
た
る
も
英
貨
の
下
落
は 

低

.|
1
;
す
る
所
を
知
ら
ず
、
遂
に
巨
额
の
外
僙
を
&
育
市
一 

場
に
起
し
、
內
に
は
外
國
證
券
の
國
家
的
囘
收
組
織
を 

全
ぅ
す
る
^

至
6

.
て
止
.
み

ぬ
.°

而
し
て
英
國
の
通
貨
额

\

 

は
其
後
も
依
然V」

しV

增
加
を
Jh

め
ず
益
々
膨
服
し
つ| 

、
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
其
爲
替
相
場
は
殆
ん
r

四

弗

七
~ 

六
仙
に
釘
#

同
機
に
固
定
せ
る
を
見
る
。
是
れ
英
國 

は
日
々
に

®

^
濟
す
ベ
&

贷
借
尻
を
播
加
し
つ

y

あ 

る
も
、

一

方
に(

ィ)

金
を
输
送
し(

ロ )

有
©
證
券
を
寶 

却
し(

,)

為
偾
を
起
し
次
1:
之
：が
調
節
に
任
じ
？
、
あ

笫
.一I

號 

ニ
一
八

る

が

爲

次

う

。
"
右

一

ー

箇

の

事

例

は

次

て

獨

逸

今

田

の

爲 

•

#

栩
場
の
低
落
を
說
明
す
る
に
足
ら
ん
か
。

ヨ
，

戰
亂
關
始
前
^
於
て
紐
育
に
於
け
る
觸
貨
栩
場
は
殆 

ん
ぐj

14

價
を
保
ち
つ

>

あ
う
し
も
の
戰
^

勃
發v

j

共
に 

獨
逸
人
所
有
の
多
额
の
有
®
證
券
が
紐
育
取
引
所
に
資 

放
た
れ
、
:{
:
i

(

:f

脱
#

の
獨
逸
R

送
金
せ
ら
る 
>
 
こ
ビ
、 

な
り
し
か
ば
、
問
も
な
く
相
場
は
«

信
爲
替〗

、〇
四
仙 

(

弗
«

四
埸
克
に
付
九
四
、
一一

仙)

R

S

騰
せ
办c

^

後
®
 

く
は
交
a

斷
絕
の
爲
め
相
場
建
た
ざ
う
し
が
、
苒
び
獨 

貨
手
形
の
賣
質
行
は
る
、
に
‘
：生
う
、
相
場
は
漸
次
^
低 

落

し

て

七

十

仙

^

外

を

唱

ふ

る

Z
，じ 
>

//
i^
t
 

而
し 

て
此

問

獨

逸

V」

米

國

忒の
資
為
S I

係
は
月
を
逐
う
て
益 

々
雜
ら
ぎ
、
咋
年
の
三
月
以
來
殆
ん
ざ
停
止
の
狀
態
に 

陷
れ
り
。
紐
育
に
於
け
る
&

相
場
の
低
落
が
多
额
の 

棉
花
穑
出
に
對
す
る
決
濟
期
に
.

於
て
起
う
、
11
*
獨
逸
ょ 

&

米

國

へ
の
輸
忠
が
僅
少
な
る
時
期
に
起
れ
る
を
觀 

s'
、
其
低
舊
の
事
情
を
了
*

す

-3
M
容
為
な
る

べ
- L

。

棉
花
の
輸
出
が
全
く
停
11
:
;せ
4

睹
期
.に

於

て

は

.獨

貨

は 

八
ニ̂

、仙
を
堝
へ
た
り
。然
れ
ざ
も
其
後
漸
次
亿
低
格 

し
て
今
日(

本
年
十
月)

に
於
て
は
^

に
七
十
仙
#
を
剡 

ら
んV

J

せ
ら
ぐ

へ
吨
し
紐
育
に
於
け
る
獨
K

相
場
の
#

^
次
の
^
し

咎
末
U

U
終
る
一
週
平
‘均
相
#

一九
一 

一.九

一

m
信
爲
释
相
勘 

八
九
丨
八
八̂
.

<

五
'

^

|八
四
%

八

曼

丨

八

ニ%

‘ 

八
ニ 
X

I

 
八 

i^A

四
半
十
刀
三
十
り 

五
.印1

1

刀
十
九
H
 

間 

三
h

十
九
：
=
.

I.
i

]

十
ガ
ニ
十
九
n 

0 

十
一
刀

ニ

十-l
r

e 

一
九I

六

年
i
 
二
十
！
：
n 

.

.

.

閒 

一

一
一
刀
三
十一

=
_

[i
i

j

七
：：：；

ニ十
二
：：：：

.

同 

十
ガ
三H 

昨
雄
#
迄
は
中
立
國
か
經
て
来
歟
ょ
リ
獨
逸
へ
の

||
!
!̂

輸
^
^
ん
ぢ 

fr
.lx
れ
?:
リ
。
例
べ
ば
棉
花
|:
就
ズ
言
へ
ば
開
戦
以
來
獨
塊
兩
阈
へ 

0
輸
出
額|1
_

〗一

首
-:
十
五
馮
梱
か
激
诚
ゼ
を
|:
、
中
立
訛
國
ベ
の
輸 

出
は
宵
六
十
七
馮
梱
の
撖
加

^
來
し
?:
る
が
如
じ
。
而
し
て
此
，中
獨

第
十
一
.卷

(

ニ
九
二)

雜

錄

獨
逸
馨
相
場
低
落
0

原
03

八
0
V -
A

J
 

:-
'
1
-五
«

丨
 

七
三
^

—

六
九
%

逸
は
宵
茈
十
篱
梱
.か
輸
入
し
ゎ
れ
ば
、.此
代
金
は
.

〗

傯
鄉
以
上
|:

達 

せ
し
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

舉
R-

米
國
€
獨
逸
ー
ー
國
間
の
み
の
關
係
に
就
て
言
へ 

ば
、獨
逸
の
貨
幣
は
所
謂
低
落
を
示
せ
る
紀
拘
は
-ら
ず
、
 

米
獨
國
の
國
際
貸
借
は
常
に
獨
逸
に
順
調
に
し
て
、
米 

國
は
獨
逸
に
金
を
現
送
す
る
能
は
ず
、
又
米
國
は
獨
逸 

に
對
し
て
利
子
を
生
.む
べ
き
投
資
を
も
有
せ
ず
、
獨
逸 

亦
米
國
に
對
し
て
自
國
k

信
用
を
設
定
す
る
乙

€
殆
ん 

ざ
不
能
®

狀
態
に
在
れ
ば
"
米
獨
ニ
國
間
の
貨
借
を
軍 

獨
に
引
*

し
：て
考
ふ
：&
時
は
、
獨
貨
は
恰
も
開
戰
當
時 

に
於
け
る
が
如
く
^
貨
に
對
し
栉
步
の
栩
場
に
在
る
ベ 

^

9
。
.
左
に
ニ
國
の
©
借
關
係
を
詳
說
じ
此
間
の 

事
情
?:

明
か
に
せ
ん
す
。

(

甲

)

獨

逸

の

米

國

に

對

し

て

夂

»

«

®

に

在

る

も

の

は 

次

の

如

き

も

の

な

6
 V

J

す

。

1

、
駐
米
獨
逸
官
吏
の
倖
給 

一
一
、

獨

逸

浮

浪

人

(
s
t
r
a
n
d
e
d

 

G
e
r
m
a
n
s
)

の

救

助

礙

，

.

三

、'
獨
逸
忙
於
：_て
營
業
せ
る
.
米
國
會
社
.

(

保

馨

社

:: 

第U

號
：

ニ

九

‘1

-1]
t>\\



笫
十
ー
、卷

a

一
九
'ニ)

雜

麵

：

.獨
逸
爲#

相

辕

缚

の

原

因

笫
.

ニ
！！

一
 

1
1
6

バ
等)

0

利

壬

又

は

刺

益
.配
當」

然
し
乍
&
此

著
 

は
獨
貨
相
猫
低
瘠
の
鴆
め
ヽ
'»

逸
ょ
6

米
國
べ
の 

送
.金
を
し
て
-#
^

め
损
失
*

來

さ

し.^
、

通

常

の
 

場
合
千
弗
の
送
金
は
四
千
西
九
十
七
啦
克
を
要
せ 

し
も
の
、
今
日
に
於
て
は
五
千
四
百
七
十
馬
克V

J

 

な
り
し
か
ば
米
國
の
資
本
家
は
其
偾
權
を
囘
收
せ 

ず
し
て
獨
逸
に
止
め
‘て
利
殖
を
圖
る
に
至
ぅ
、
殆 

ん
ざ
獨
逸
の
支
挪
勘
定
ビ
な
ら
ず
。

四
、
獨
逸
に
於
け
る
米
國
銀
行
の
预
：ヶ
金
殘
高
に
對 

す
る
利
子
此
項
0
は
其
额
僅
少
な
る
上
に
前
第 

三
の
場
合
€

同
«
な
れ
ば
支
挪
關
係
を
構
成
せ
す

五
、
米
國
人
所
有
の
獨
逸
樹
價
@
券
の
利
子
戰
前 

米
國
の
觸
逸
へ
の
投
資
は
僅
少
に
しV

.、

フ
ラ
ン

.
V

フ
ル
ト
市
偾
の
嘗
て
紐
育
妃
於
て
發
行
3

れ
た

U

る
も
の
及
び

ニ
三
米
國
の
保
臉
會
社
が
其
獨
逸
に 

於
セ
縈
業
す
る
.關
係
上
、
法
你
の
規
定
に
從
つ
て 

多
少
の
獨
逸
有
價
證
券
を
有
せ
る
S

、
米
國
に
於 

け

る

獨

逸

人

及

獨

逸

に

，賺

係

を

有

す

る

米

國

人

の

一し
ハ

.
所
有
せ
る
株
券
あ
る
の
'
み
な
6

し
が
、
開
戰
後
に 

於
：て
は
'
米
_

資

本

の

獅

逸

戰

時

偾

に

投

下

せ

ら

る 

>

4

の
多
ぐ
> 

今
日
|

は
是
等
獨
逸
證
券
ょ
り 

取
#

す
る
利
..子
年
：額
約 
一
一II
I

萬
滞
マj

箅
せ
ら
る
。

米
國
諸
.港
：に

抑

留

せ
6

れ
あ
る
.獨
逸
商
船
の
細 

'

持
槳
此
項
目
は
：規
則
的
支
挪
猶
定
咿
最
も
大
な
. 

る
.
も
の
な
る
も
»

额
«
: r

般
の
想
像
す
る
ょ 

/

著
し
く
少
額
な
6

0
 

. 

. 

而
し
て
獨
逸
商
人
は
リ
商
品
を
自
國
ベ
輸
送
す
る

Z

ビ 

の
不
可
能
な
るに

： .

も
拘
.は
6

ず
、
數
箇
月
以
前
佐
は
多 

最
の
商
品
を
来
國
に
て
贸
入
れ
た
る
が
、

_

w

a

R

 

對
す
る
支
狒
は
其
都
度
雨
國
問
の
國
際
貨
借
広
—

を 

■及
ぼ
：し
た
る

が
如
く
愆
は
る 
>

も
、
併
し
獅
逸
商
人
の 

質
入
れ
た
る
商
品
は
多
く
は
‘刺
益
を
得
て
轉
買
せ
ら
れ 

苦

し

寶

却

：せ

ら

れ

ざ

る

4
.
之

.を

擔

保

ビ

し

て

融

孤

ぞ

仰 

げ
ば
、
之

が

爲

め

資

借

赚

係

を

大

に

逆

_

に

陷

ら

し

む 

る

が

如&

こ

ビ

な

く

、

且

瑯

.逸

商

人

は

是

等

商

品

の

代 

A
成
支
挪
は
期
服
に
必
ず
し
も
全
部
完
了
す
る
に

あ
ら
ず
し
：.て
、
銀
•行
信
用
の
利
用
K

依
シ
其
多
く 

の
部
分
は
支
柳
を
延
期
せ
ら
れ
得
た
る
が
如
し
。

(

乙)

米
國
の
獨
逸
R

對
し
て
支
狒
卿
定
に
立
つ
も
の 

1

、
獨
逸
人
所
有
の
.来
國
蹬
#
に
對
ず
る
利
子
及
配 

.

當

.̂
^

以
來
»

^

人
所
有
.の
證
券
は
#
く
米
國 

に
廣
展
さ4

た
4

ズ
難

7
P

、
，*
ほ
相
當
多
额
を
保 

布
せ
る
が
如
し
。
其
詳
細
な
も
數
额
は
近
く
行
は 

名
べ
：き

獨

逸
0

外
國
證
券
調
赍
に
依
づ
て
明
か
<
 

な
る
べ
し
。
ぐ
 

.ニ
、
獨
逸
，在
留
0

米

國

人

及

米

國

：の

事

業

に

關

係

せ 

る

獅

逸

人

に

謝

す

る

經

金'

三
へ
獨
逸
駐
在
の
米
國
官
斑
及
委
厫
等
に
對
す
る
俸 

給
.

四
：
米
國
に
於
て
籍
業
せ
る
獨
逸
人
所
有
.の
企
業
刺
’ 

益

例

へ
ば

，無
線
電
信
局
ょ
&

得
る
刹
益
、
銀
行 

ff
i

金
の
刺
^

、保
險
f̂
IJ

の
&

错
の
免
き
是
な
6

。
 

以
上
の
中
ニ
乃
叛
职
の
1
ニ
種
の
®

2

X
ょ
6

S

へ
ば
傅 

權
、
侦
務
の
|[
1
]
に
大
な
る
差
额
な
け
れ
ば
、，
獨
逸
の

站
十一

卷

(

ニ
九
3

雜

獨
逸
爲
龄
栩
藤
低
落
の
质
闪 廣

權
額
を
大
な
ら
し
む
る
务
の
は
獨
逸
人
所
有
の
米 

國
證
券
に
對
す
る
利
子
ビ
以
下
R

述
ぶ
る
一
一
一
項
罔
ょ 

-
C
s

來
る
®

ぅ
。

五
、
米
國
資
本
の
獅
逸
に
流
入
す
る
额
の
大
な
る
こ 

ど

.

'

叫
米
國
證
券
が
獨
逸
に
依
つ
て
«

双
3

る
、
時
は 

之

.1
;
:
依
6

利
子
收
入
を
停
北
す
る
も
之
に
數
十
倍 

す
る
資
本
は
獨
逸
に
復
歸
す
る
A

j
v?
J

、
な

る

。

米 

國
爲
替
栩
場
の
牴
落
に
因
6

弗
«1

券
の
寶
屍
は
非 

常
の
刺
益
を
#

ら
し
、
十
年
前
爲
替
相
場
九
〇
W
 

の
馱
合
千
卵
の
證
券
は
三
千
七
百
四
十
四
賜
党
に 

て
賀
入
れ
た
る
も
の
、
今
日
に
て
.说
四
千
九
西
一
一 

.

十
三
馬
：克
の
手
取
を
收
む
る
を
得
る
な
6

0

:
 

獨
逸
戰
賺
偾
に
對
す
る
米
國
の
應
慕
に
依
り
埸 

克
貨
に
對
す
る
®

要
*

加
せ
り
。
米
國
の
獨
逸
戰 

時
依
へ
の
應
慕
は一

方
に
觸
逸
を
し
て
利
子
支
拂 

の
«

め
卯
货
の
耑
耍
を
趄
3

し
む
ヾ
し
雛
も
利
子
は 

槪
ね
五
分
内
外
な
れ
ば
拋
克
货
に
#

す
る
®
要
は

?.
.
1號

::
ニ 

.

ニ
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■
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第

十I
卷

(

ニ
九
四〕

'
雜

錄

■
獨

逸

爲

替

相

璣

低

.落

の

原

面

.
弗
貨

の

約

ニ

.十

倍

に

達

す

。

六
、
米
國
に
於
け
る
_

逸
人
經
營
の
：辦
業
に
對
す
る 

利
益
の
外
ま
米
又
は
®

^

等
に
於
け
る
*

人
'の
得 

る
事
業
利
益
は
、
今
日
に
て
は
總
て
細
育
を
經
凼 

し
て
獅
逸
に
送
金
3

れ
つ

y

ぁ
&
て
其
额
甚
だ
大 

f

o

東
洋
に
於
け
る
獨
逸
人
の
敬
業
利
益
の
み

\ 

. 

を
以
て
し
て
、
開
戰
以
來
の
送
金
額
.は
®

に

米

國

j

の
獨
1

公
偾
應
慕
额
ビ
相
四
敵
す
ビ
い
ふ

。

\

七

、

其

，他

商

業

取

引

S

係
以
外
米
國
ょ
ぅ
獨
逸
へ
のj

 

送
金
は
次
の
*

&

M

々
の
勘
定
ぁ
ぅ
て
棚
當
の
额
て 

を

算

す

。

即

ち

.

.

.
 

.
 

一
\

M

獨
米
慈
善
協
會
の
*

逸

.に

對

す

る

多

額

の

送

金

■ \

 

の
如
き
も
の
に
し
て
、
開
戰
以
來
赤
十
字
或
は
類| 

似
の
協
會
に
し
て
獨
逸
へ
の
送
金
七
西
萬
弗
以
上

s

 

(

猶
太
人
協
會
の
分
を
除
き)

に
達
せ
办
。
此
额
は 

實
に
米
國
が
獨
逸
戰
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に
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瓯
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又
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葉
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る
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で
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つ
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何
れ
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我
が
：大
日
本 

帝
國
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衆
亜
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介
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R
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